
匡罰

性
同
性
障
害
診
療
充
実
へ

生
ま
れ
つ
き
の
体
の
性
と
、

心
の
性
が
一

致
し
な
い
「
性
同

一

性
障
害
（
G
I
D）
」
。

法
的
に
性
別
を
変
更
す
る
に
は
、

体
を
心
の
性
に
合
わ
せ
る
適
合
手
術
が
必
要
だ
が、

圏
内
で
実

施
し
て
い
る
医
療
機
関
は
わ
ず
か
し
か
な
く、

適
切
な
診
療
が

で
き
る
医
師
も
十
分
で
な
い。

学
会
は
、

認
定
医
を
公
表
し、

患
者
が
安
心
し
て
受
診
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
く
と
い
う。

案否子Eヨ

手
術
後、
戸
籍
も
変
更

草月

東
京
都
内
の
女
性（
日）
は
2

0
1
4
年、

戸
籍
上
の
性
別
を

そ
れ
ま
で
の
男
性
か
ら
変
更
し

た
。

体
の
性
に
違
和
感
が
あ

り、

加
歳
で
上
京
し
た
後
は
女

性
と
し
て
生
き
て
き
た
が
、

「
自
分
の
体
を
見
る
の
が
嫌
だ

っ
た」

と
い
う。

性
別
適
合
手
術
を
希
望
し、

3
年
前
に
山
梨
大
病
院
で
受
け

た。

こ
の
手
術
を
手
が
け
て
い

る
百
沢
明
特
任
准
教
授
（
形
成

外
税）

が
い
た
た
め
だ。

手
術
ま
で
の
手
続
き
は
、

日

本
精
神
神
経
学
会
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
沿
っ
て
進
め
ら
れ
た。

性
同
一

性
障
害
の
診
断
に
は
体

水曜日2016隼（平成28年）8月31日

と
心
で
性
が
一

致
し
て
い
な
い

こ
と
の
確
認
が
必
要
で、

こ
の

女
性
の
揚
合
は
、

泌
尿
器
税
医

が
体
の
性
を、

精
神
耕
医
が
心

の
性
を
確
か
め
た
。

心
の
性

性同一性障害の診断
複数の診療科の医療チームで検討

は
下

ほ
か
の
精
神
疾
患
の
影
響

な
ど
で
一

時
的
に
体
の
性
を
否

定
し
て
い
る
可
能
性
を
調
べ
て

判
断
す
る。

診
断
結
果
が
出
た
後、

医
師

や
法
律
の
専
門
家
ら
も
交
え
た

会
議
が
開
か
れ、

手
術
は
妥
当

と
判
定
さ
れ
た。

手
術
後
に
戸

籍
上
も
女
性
と
な
り、

「
い
ま

は
朝、

1
日
が
始
ま
る
の
が
楽

し
い」

と
話
す。

戸
籍
上
の
性
別
変
更
は
、

ω

年
に
成
立
し
た
法
律
で
可
能
に

な
っ
た。

法
務
省
の
統
計
に
よ

る
と、

こ
れ
ま
で
に
5
千
人
以

上
が
認
め
ら
れ
て
い
る。

－司Llj�：事時五・・

対象年齢

し
か
し、

性
別
変
更
に
必
要

な
適
合
手
術
は
、

公
的
医
療
保

険
が
使
え
な
い
。

費
用
は
全

額
自
己
負
担
で、

こ
の
女
性
は

1
3
8
万
円
か
か
っ
た。

百
沢

准
教
授
は
「
法
律
で
手
術
を
求

め
て
い
る
の
に、

高
額
な
医
療

費
負
担
が
強
い
ら
れ
る
の
は
お

か
し
い」

と
訴
え
る。

医
療
費
の
ほ
か
に、

手
術
を

受
け
ら
れ
る
医
療
機
関
か
少
な

い
問
題
も
あ
る。

G
I
D
学
会
理
事
長
の
中
塚

幹
也
・

岡
山
大
教
授
（
産
婦
人

税）

に
よ
る
と
、

圏
内
で
は
日

カ
所
に
満
た
な
い
と
い
う。

患

者
が
集
中
し
て
手
術
ま
で
に
時

間
が
か
か
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

タ
イ
な
ど
海
外
で
手
術
を
受
け

る
人
が
相
次
い
で
い
る
。

た

だ、

帰
国
後
に
排
尿
障
害
な
ど

に
悩
む
人
も
い
る
と
い
う。

手
術
だ
け
で
な
く、

専
門
的

な
治
療
に
対
応
す
る
た
め、

学

。
二次性徴の 、ノ
開始以降 〆、

原則18歳以上 町、ノ
（条件により15歳以上） ノ、

20歳以上 × 

なし

会
は、

診
療
経
験
却
人
以
上
な

ど
の
条
件
を
満
た
し
た
医
師
を

認
定
医
と
す
る
制
度
を
創
設。

今
年
3
月、

認
定
医
9
人
を
公

表
し
た1

5
年
間
で
印
人
の
認

定
医
を
育
て
る
こ
と
を
目
指
す

と
い
う。

中
塚
理
事
長
は
「
将

来
的
に
は
各
都
道
府
県
に
1
カ

所
は
診
療
の
拠
点
が
で
き
る
よ

う
に
し
た
い」

と
話
す。

学
会
は
、

認
定
医
や
診
療
可

能
な
医
療
機
関
を
サ
イ
ト
（
F

2匂一＼＼老巧戸色合180・。吋

問＼）

に
掲
載
し
て
い
る。

思
春
期の
治
療
大
切

日本精神神経学会のガイドライン、G旧学会への
取材をもとに作製

日
本
精
神
神
経
学
会
の
推
計

歳
ご
ろ
か
ら
始
め
ら
れ
る。

こ

に
よ
る
と
、

医
療
機
関
を
受
診

の
薬
は
中
止
す
れ
ば
再
び
二
次

し
た
性
同
一

性
障
害
の
人
は
園

性
徴
が
始
ま
る
た
め、

体
を
元

内
に
少
な
く
と
も
約
1
万
8
千

に
戻
せ
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る。

人。
岡
山
大
の
調
査
で
は
、
受
診

た
だ、

漫
然
と
使
い
続
け
る

し
た
1
1
6
7
人
の
う
ち
約
9
、

と
周
囲
と
の
成
長
命
差
が
目
立

割
は
中
学
生
ま
で
に
自
身
の
性

つ
で
き
た
り、

再欝屈が
起

別
に
違
和
感
を
持
っ
て
い
た。

き
や
す
く
な
っ
た
沙
す
る
デ
メ

思
春
期
に
は
体
つ
き
が
変
わ

リ
ッ
ト
も
あ
る。

あ
く
ま
で
も

っ
て
い
く
二
次
性
徴
が
起
き、

「
猶
予
期
間」

と
し
て
2
S
3

体
の
性
へ
の
違
和
感
が
強
く
な

年
に
限
っ
て
使
いー

そ
の
後、

る
こ
と
が
多
く、

こ
の
時
期
に

心
の
性
に
体
を
近
づ
け
る
ホ
ル

適
切
な
治
療
を
受
け
る
乙
と
が

モ
ン
療
法
に
進
む
か
ど
う
か
を

重
要
に
な
る。

不
登
校
や
引
き

判
断
す
る。

こ
も
り
の
ほ
か、

自
分
の
体
を

岡
山
大
の
松
本
洋
輔
助
教

傷
つ
け
た
り、

自
殺
を
企
て
た

（
精
神
税
神
経
税
）

に
よ
る

り
す
る
ケ
1
ス
も
あ
り、

聞
き

と
、

体
の
性
へ
の違
和
感
は
思

取
り
や
共
感
な
ど
の
精
神
的
サ

春
期
ま
で
に
消
え
た
ケ
l
ス
が

ポ
l
ト
だ
け
で
は
限
界
が
あ
る

報
告
さ
れ
て
い
る
が、

思
春
期

と
い
う。

以
降
は
違
和
感
が
定
着
す
る
の

学
会
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で

が
ほ
と
ん
ど
と
い
す。

「
抱
え

は
、

強
い
苦
痛
が
あ
る
揚
合
は

込
ま
ず、

早
く
受
診
し
て
ほ
し

二
次
性
徴
を
抑
え
る
薬
を
使
う

い」

と
呼
び
か
け
るl

こ
と
を
認
め
て
い
る。

u
s
U

（
武
田
耕
太）


